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新宿区立四谷第六小学校 

令和７年度 学校いじめ防止基本方針 

 

 

学校経営の基本理念  

 

 
 

 

1 健全育成委員会の設置(いじめ防止対策推進法第 22条) 

本校に、いじめ防止・いじめ対応等に迅速かつ適切に対応するための組織「健全育成委員会」を設置する。 
【構成員】 校長、副校長、主幹､生活指導主任、健全育成委員長、養護教諭、担任 

特別支援教育コーディネーター、スクールカウンセラー、 
関係諸機関（その他校長が必要と認める者） 

  

 

 

 

 

 

２ 未然防止に向けた取組み 

□いじめに関する研修を実施し教職員のいじめに対する認識を高めます。 

 ⇒いじめ防止対策推進法等で示されている取り組みを、教職員が確実に行えるようにするため、教職員に対

する校内研修を学期に１度行います。特に、若手教員に対しては、いじめの深刻さを実感できる研修を行い

ます。 

 □いじめに関する授業を実施します。 

  ⇒定期的に子どもがいじめについて深く考え、いじめは絶対に許されないことを自覚するようにするため道徳

の時間や特別活動において、学期始めに、必ず「いじめに関する授業」を実施します。また、「ＳＯＳの出し方

に関する教育」を行い、子どもが悩みを抱えたときに助けを求めることができるような指導をします。 

□学級担任は問題を抱えた子どもに対して積極的な働きかけをします。 

 ⇒学級担任は、いち早く学級内の子どもの変化に気付くことができる立場にあることをしっかりと自覚し、問

題を抱えていると疑われる子どもがいる場合には、積極的にコミュニケーションをとり、子どもから信頼され

相談されやすい学級担任として、子どもとの人間関係を構築します。 

□自尊感情・自己有用感を醸成します。 

 ⇒本校独自のカリキュラム「いのちの学習」を通して、自尊感情や自己有用感を育み、自他の存在を尊重し 

ながら成長していこうとする意欲を育てます。 

□人権教育を推進します。 

⇒児童一人一人を大切に、互いに認め合い、協働する集団づくりをめざして、全校で取り組みます。互いに思 

いやる心を育てるため、特別活動等の時間において、フレンドグループによる異学年での交流を推進します。 

□道徳教育を充実させます。 

⇒思いやりの心や命の大切さを育む道徳教育の充実を図ります。道徳の時間を中心にして、児童一人一人が

互いに認め、思いやる関係づくりに全校で取り組みます。また、道徳授業地区公開講座や学校公開等を活

用し、児童の心の育成を家庭・地域と共に図ります。 

四谷第六小学校 「学校いじめ防止基本方針」(いじめ防止対策推進法第１３条) 

○全教育活動を通して自尊感情や自己有用感を高め、自他を大切にする児童の育成に努めます。 

○いじめや差別は絶対に許さないという学校・学級づくりに努める一方で、いじめや差別はどの学級にも起こ

りえるという認識にたって児童の指導にあたり、本校の全組織をあげていじめの早期発見に取り組みます。 

○本校に「健全育成委員会（いじめ・不登校・問題行動等対策）」（以下、健全育成委員会）を設置するとと

もに、基本的な方針として「学校いじめ防止基本方針」を策定し、当該基本方針に基づき、子どもの心身の

安全を最優先に考え、家庭、地域、関係諸機関等と連携し、いじめ問題に組織的に取り組みます。 

 

いじめと思われる行為を発見したり情報がよせられたりした場合の対応 

(１) 健全育成委員会を開催します。 

(２) 委員会の協議事項の情報を、全教職員に提供し、指導体制を整えます。 

(３) 必要な家庭・地域・関係諸機関等に指導の協力を依頼します。 



□分かる授業づくりをします。 

⇒日々の授業において、児童の関心・意欲を高め「分かる授業」「楽しい授業」を展開します。また、授業で

は、意図的・計画的に話し合う場や認め合う場を設定し、互いのよさや違いを受け入れ、相手を尊重する態

度を育てます。 

□情報モラル教育を推進します。 

⇒専門家を活用した教員研修や出前授業を通して、児童に意図的・計画的に情報モラル教育を実施すると

ともに、よつろく版GIGAスクール構想に伴うルールづくり及び携帯電話やスマートフォンの使い方やルー

ルづくり等も家庭と連携して進めます。 

  

３ 早期発見・対応に向けた取組み 

□全教職員による教育実践を展開します。 

⇒学級経営を学級担任まかせにしないよう副担任制や学年担任制を導入し、全児童を指導する意識をも

ち、教職員全員で全児童を指導します。事務職員、栄養士、用務主事をはじめ、様々な職種の職員がアン

テナを高くし、いじめ・不登校等につながる要素をキャッチし、早期発見に取り組みます。 

□朝・帰りの会や授業中など様々な場面で子どもの観察に努めます。 

⇒教職員は出席をとるときの児童の声や表情、休み時間や授業中、保健室等での児童の様子に気を配り、

いかなる場面においてもいじめを見抜く目を養います。 

□ふれあい月間や個人面談を設定します。 

⇒6月、11月、2月に実施する「ふれあい月間」で、いじめについての児童アンケートを実施し、児童の現

状把握に努めます。アンケートは学年の担任及び副担任の複数で分析し、必要があれば、当該児童への

詳細な聞き取り、対応をします。 

□定期的に保護者と情報共有をします。 

⇒7月、12月に保護者との個人面談を実施し、子どもの様子について共有します。また、日頃から子どもの

様子で気になる点は、早めに保護者と連絡を取り合い、いじめや問題行動の把握に努めます。 

□スクールカウンセラーを活用します。                            

⇒５・６年生全員に対してスクールカウンセラーとの面談を実施するとともに、スクールカウンセラーが各学

級の授業訪問や給食を通して、児童が気軽に相談できるようにします。                       

 □いじめに対する早期対応の流れを示します。 

   ①いじめの情報をキャッチ → ②管理職に報告 

                                ↓ 必要に応じ 

                       ③危機管理・いじめ対策委員会を開催、対応を協議する 

                                ↓ 必要に応じ全教員に情報提供 

                         ④いじめをやめさせ、再発防止対策を行う 

                             ・いじめを受けた児童・保護者に対する支援 

             ・いじめを行った児童への指導とその保護者への助言 

４ 学校評価の実施 

・ いじめ問題への取組等について自己評価を行い、第三者評価等と合わせ、改善を行います。 

・地域協働学校運営協議会において協議を図り、地域とともに防止の取組や解決策を協議し、連携(見守り・

挨拶・声掛け等)できる関係を構築します。 

 

５ ホームページでの公開について 

・「学校いじめ防止基本方針」を四谷第六小学校ホームページで公開します。 

継続的に 


